
高大連携授業 
 

 

乙訓高等学校ではスポーツ健康科学科を中心として高校と大学が連携した高大連携授業、

企業の研究者の方をお招きして講演会を行う産学連携授業を展開しています。 

 

 

日時：令和 2年 10 月 1 日（火）・10 月 8 日（火） 

対象：スポーツ健康科学科 1年生（40 名） 

内容：「力とは何か？」10/1 

「主観と客観のずれ」10/8 

 

講師：関西大学人間健康学部 小田 伸午 先生 

 

皆さんはスポーツをする時に力が強い方が絶対良いと思っていませんか？そのとおり

です！ただし、人間が発揮する筋力はまずベースにある骨の長さ、筋肉の太さに影響を受

けます。そうすると体格のいい人ほど筋力があり、そういう人にはかなわないということ

になります。しかし、スポーツの場面では必ずしも体格だけで発揮する力が決まってしま

うわけではありません。体の使い方が発揮される力に大きな影響を及ぼすのです。地球上

に存在する物は全て地球が持つ重力（地面に引っ張られる力）の影響を受けます。この地

面に向けてかかる力、そして反対に地面から押し返され力を利用することで個人が持って

いる体格よりも大きい力を出すことができます。 重力を利用する動きのコツを教えてい

ただき、目からうろこの授業でした。だからスポーツって面白い！  

今回は ZOOM を用いたリモート授業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


